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子どもたちに「未来の社会を生きていける力」を！

先日読んだある雑誌の寄稿の中に、書家であり詩人でもある相田相田相田相田みつをみつをみつをみつを氏がかつてＰＴＡ会長をされ、

ＰＴＡ活動に大変熱心であったことが書かれていました。当時、小学校のＰＴＡ会長をされていた時のノ

ートには、次のようなメモが綴られているそうです。

１ 私たちは未来の社会を予測できない。

２ 子どもは、その未来の社会を生きるものである。

３ その時親の手は届かない。

この言葉の意味することは、「「「「子子子子どもをどんなどもをどんなどもをどんなどもをどんな社会社会社会社会にもにもにもにも正正正正しくしくしくしく適応適応適応適応しししし、、、、たくましくたくましくたくましくたくましく生生生生きられるようにきられるようにきられるようにきられるように育育育育てててて

ておくことがておくことがておくことがておくことが大事大事大事大事なななな親親親親のののの務務務務めなのだということめなのだということめなのだということめなのだということ、、、、そしてそしてそしてそして、、、、学校教育学校教育学校教育学校教育ももももＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡもそのもそのもそのもその延長線上延長線上延長線上延長線上にあるべきだにあるべきだにあるべきだにあるべきだ。」。」。」。」

という思いが込められているとありました。

少子高齢化、就職不安、原発問題、予想外の自然災害等多くの諸課題を抱える今日を何かしら予見した

とも言える言葉ですが、私たちがどう子どもに向き合っていったらよいかを示唆してくれる言葉でもある

ように思います。

昨年度からスタートした新学習指導要領の理念は、まさしくこの「生きる力」の育成にあります。

「生きる力」が叫ばれている理由は、「これからの子どもたちに必要となるのは、いかに社会が変化しよ

うと、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資

質や能力」が必要であるというところにありますから、この相田みつを氏の「子どもをどんな社会にも正

しく適応し、たくましく生きられるように」という思いと共通します。そして、それが「大事な親の務め」

あり、「学校教育もＰＴＡもその延長線上にあるべきだ。」というところに、学校や保護者の責任の重さを

感じます。

子どもたちは確実に未来を生きていきます。そして、家庭や地域の環境や個々の考え方は違います

が、「未来を生きていける力を身に付ける」という視点は皆同じです。今年度も「確かな学力」（知育）、

「豊かな心」（徳育）、「健やかな体」（体育）の育成に向けた様々な教育活動やＰＴＡ活動が始まりまし

たが、今後、尚一層の連携を深める中で、ご支援とご協力をお願い致します。

思い出に残る修学旅行が無事終わりました！

９～１１日、二泊三日で６年生２７人が、「よく学び、協力し、心を一つにし、

みんなで楽しむ修学旅行にしよう！」のテーマのもと、待ちに待っていた修学旅

行に行ってきました。日本列島に寒気が流れ込んだ影響で、各地で雹が降るなど

荒れた天候となり、修学旅行団への影響が大変心配されましたが、殆どその影響

も受けず、予定通りの行程で行われました。

１日目は、鎌倉の大仏を起点に班ごと鎌倉散策をしました。江ノ電に乗って、

各名所を見学し、集合場所の鶴岡八幡宮では、昨年５年生の時に交流した横浜国

立大学附属鎌倉小学校の６年生が待っていました。班ごと鶴岡八幡宮の歴史など

を説明してもらい、バスの待っている鎌倉小学校まで行動を共にして楽しい一時

を過ごしました。

２日目は、八景島シーパラダイスと日産自動車追浜工場、浅草寺に行きました。八景島では、水族

館、イルカのショー、乗り物、買い物、バイキング（昼食）とたくさんの楽しい時間があっという間

に通り過ぎていきました。

最終の３日目は、国立科学博物館、国会議事堂、東京タワーを見学しました。朝の散策では、朝日

が輝く中、スカイツリーまで行きました。足下から実際に見上げたその美しさと高さには、大きな感

動を覚えたようです。

予定時刻通り、学校に全員無事到着しましたが、教頭先生から「体調も良く本当に立派な態度で行動し

た素晴らしい修学旅行でした。」という言葉を聞き、この３日間の充実ぶりが伺えてとてもうれしく思いま

した。これも事前から、保護者の皆様の健康面や準備面でのご配慮のおかげと深く感謝致します。さあ、

次は陸上記録会、運動会へと続きます。どんな活躍をしてくれるでしょうか。とても楽しみです。
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夢を切り拓く

心豊かで

たくましい子ども



まずは露座の大仏をバックに記念写真！鎌倉小のお友だちはよく説明をしてくれました。 鎌倉小での最後のお別れです。

江ノ電は庭の中を走るようでした。 上がる時のブルーフォールの快感？！ ショーは最前列で見るが一番！

仲見世通りはおみやげが一杯だ！ 後ろにもう一人？！（国立科学博物館） 部屋に集まって過ごした時間は楽しかった。

心のこもった１年生を迎える会が行われました！

１７日の２校時、児童会が中心となって１年生を迎える会が行われました。最初に１年生一人ひとりが

自己紹介をしましたが、自分の名前や好きな勉強、動物、そして将来の夢をはっきりと言う態度がとても

素晴らしく驚きました。児童会では、「笑顔」で１年生を迎えようと、各学年に準備を分担して進めてきま

した。２年生は看板づくり、３年生は招待状づくり、４年生はプレゼントづくり、５年生は１年生の誘導

や飾り付け、６年生は１年生の名札作りや会場設営でした。その後、「西小の先生の数は・・・？」といっ

た「○×クイズ」や１年生を入れて笛の数だけ集まるといったゲームをして楽しみました。１５人ほどの

保護者の方々にも一緒に参加して頂きました。

「ぼくの名前は・・」みんなはっきりと言えました。 プレゼントをどうぞ！ 感想発表の内容は４人とも同じでしたね。

今年もたくさんの

ボランティアさんを！

５月１４日、朝読書で今年第１回目の読み聞か

せがスタートしました。今年は、英語活動でもＡ

ＬＴの先生と担任との連携や授業の充実を図るた

めにお二人の保護者の方に来て頂いています。

グループ活動時はとても助かります。今年もたくさんのお話を楽しみにしています。


